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喜多六平太記念能楽堂
〒141-0021 品川区上大崎 4-6-9
☎ 03-3491-8813
JR、東急目黒線、地下鉄三田線・南北線の
目黒駅西口より徒歩 7 分
香港園手前の道を左折し約 400m 直進、杉野
学園体育館手前を左に入る。
※ 駐車場がございませんので、お車でのご来場はご遠慮下さい。

入場料
会員券（年4回） 一般 20,000 円 学生 10,000 円
1 回券（当日券） 一般 6,000 円 学生 3,000 円

申込先：各出演能楽師または緑泉会まで
中所 　宜夫 TEL&FAX 042-550-4295
桑田 　貴志 TEL&FAX 03-3643-0891

緑泉会 〒 184-0005　東京都小金井市桜町 2-7-18　　TEL 042-386-2131　FAX 042-386-2132
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令和4年度 第4回例会 2023年1月22日（日）
能…巻絹 Makiginu ………………… 鈴木 啓吾
能…國栖 Kuzu ……………………… 坂 真太郎

附
祝
言

【
休
憩
十
五
分
】

【
休
憩
二
十
分
】

【
終
了
予
定 

午
後
五
時
】

許
可
の
な
い
録
音
、
撮
影
は
一
切
禁
止
で
す
。
携
帯
電
話
は
電
源
か
ら
お
切
り
下
さ
い
。

演
能
や
他
の
お
客
様
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
退
場
頂
く
事
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

令
和
四
年
度　

第
三
回  

例
会 　
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日
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梅
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光
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介
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後
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衣
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貫
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侍
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寛
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新
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照
日
ノ
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狂
女

中
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宜
夫

大
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教
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勅
使
ノ
従
者

能

天

鼓弄
鼓
之
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舘
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善
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勅
使

大
倉 

正
之
助

大
鼓

大
山 

　
容
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小
鼓

桜
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均

太
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槻
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地
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新
井 

麻
衣
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筒
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陽
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佐
久
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二
郎

中
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貫
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永
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鈴
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啓
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後
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中
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宜
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禮
次
郎

王
伯

天
鼓

桑
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貴
志

上
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圭
輔

後
見

栗

焼

狂
言

大
藏 

吉
次
郎

太
郎
冠
者

榎
本
　
　 
元

主
人

地
謡

中
森 

健
之
介

筒
井 
　
陽
子

鈴
木 

　
啓
吾

石
井 

　
寛
人

仕
舞

墨 

　
　
敬
子

経

正
ク
セ

杉
澤 

　
陽
子

巻

絹
キ
リ

津
村 

禮
次
郎

菊
慈
童

能
…
花
筐（
は
な
が
た
み
）

　

越
前
国
味あ

じ
ま

の

真
野
の
男お

お
あ
と
べ
の
お
う
じ

大
迹
皇
子
に
仕
え
る
使
者

（
ワ
キ
ツ
レ
）が
、
た
ま
た
ま
里
帰
り
し
て
い
て
、

戻
る
途
中
の
照て

る
ひ日
の
前（
前
シ
テ
）に
、
主
人
が
皇

位
に
つ
く
こ
と
と
な
り
、
急
遽
都
に
上
っ
た
事
を
告

げ
る
。
別
れ
の
文
と
花
筐
を
下
さ
れ
た
照
日
は
、

悲
し
み
を
募
ら
せ
再
び
里
へ
帰
っ
て
ゆ
く
。

　

そ
の
年
の
長
月（
陰
暦
九
月
）、
男
大
迹
は
即
位

し
て
継
体
天
皇（
子
方
）と
な
り
、
従
者（
ワ
キ
）を

連
れ
て
建
設
中
の
玉
穂
の
都
に
行
幸
す
る
。
一方
、

照
日
の
前（
後
シ
テ
）は
侍
女（
ツ
レ
）と
二
人
、
狂
女

と
な
っ
て
都
を
目
指
す
。
都
へ
の
道
を
旅
人
に
尋
ね

る
も
、
物
狂
い
を
笑
う
ば
か
り
で
教
え
て
く
れ
な

い
。
雁
の
帰
る
先
を
た
よ
り
に
、
都
は
そ
な
た
と
、

越
の
白
山
の
麓
か
ら
近
江
の
琵
琶
湖
を
過
ぎ
、
つ

い
に
玉
穂
の
都
に
至
る
。
折
し
も
天
皇
の
行
幸
と

行
き
合
う
が
、
道
を
汚
す
物
狂
い
と
払
い
退
け
ら

れ
た
拍
子
に
、
皇
子
に
も
ら
っ
た
花
筐
を
打
ち
落

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
契
機
に
狂
乱
の
舞
と
な

る
。「
尊
い
花
筐
を
土
に
落
す
と
は
何
て
恐
ろ
し
い

こ
と
か
。
私
の
よ
う
に
狂
気
と
な
っ
て
人
に
笑
わ
れ

給
う
な
よ
。
花
筐
を
改
め
て
見
れ
ば
、
二
人
で
な

し
た
毎
朝
の
勤
め
が
思
い
出
さ
れ
て
懐
か
し
く
恋

し
い
。
筐
を『
か
つ
み
』と
も
言
う
よ
う
に
、
か
い

ま
見
た
人
に
恋
を
し
て
、
そ
れ
が
今
は
帝
と
な
っ
て

し
ま
い
、
月
を
望
む
猿
の
よ
う
に
及
ば
ぬ
身
と
泣

き
伏
す
の
で
す
。」こ
の
舞
を
聞
き
帝
は
狂
女
を
近

く
に
呼
び
寄
せ
る
。
狂
女
は
続
い
て
李
夫
人
の
曲

舞
を
舞
う
。「
最
愛
の
李
夫
人
に
先
立
た
れ
た
漢

王
は
、
招
魂
の
儀
式
を
行
っ
た
。
一瞬
現
れ
た
面
影

は
虚
し
く
消
え
、
か
え
っ
て
悲
し
み
は
募
り
、
泣

き
伏
し
た
。」

　

最
後
に
帝
は
花
筐
を
確
か
め
、
狂
女
を
照
日
と

認
め
て
、
共
に
玉
穂
の
都
へ
帰
っ
て
行
く
。

狂
言
…
栗
焼（
く
り
や
き
）

　

四
十
個
の
栗
を
も
ら
っ
た
主
人（
ア
ド
）は
、
太
郎

冠
者（
シ
テ
）に
栗
を
焼
く
よ
う
命
じ
る
が
、
太
郎

冠
者
は
こ
れ
を
全
部
食
べ
て
し
ま
う
。
さ
て
、
言
い

訳
は
竃
の
神
夫
婦
と
そ
の
三
十
四
人
の
子
ど
も
へ
の

進
上
と
でっ
ち
あ
げ
た
が
、
ま
だ
四
つ
足
り
な
い
…
。

仕
舞
…
菊
慈
童（
き
く
じ
ど
う
）

　

観
音
経
の
偈
文
と
仙
境
の
菊
の
露
の
功
徳
で
、

七
百
歳
を
重
ね
た
慈
童
が
、
菊
の
花
の
咲
き
乱
れ

る
な
か
舞
い
戯
れ
、
帝
に
も
七
百
歳
を
授
け
る
。

仕
舞
…
経
正 

ク
セ（
つ
ね
ま
さ
）

　

生
前
下
賜
さ
れ
て
い
た
琵
琶
の
名
器
青せ

い
ざ
ん山
を

手
に
し
た
、
平
家
の
公
達
経
正
の
幽
霊
。
そ
の

演
奏
を
舞
で
表
現
す
る
ク
セ
舞
の
名
曲
。

仕
舞
…
巻
絹 

キ
リ（
ま
き
ぎ
ぬ
）

　

巻
絹
を
熊
野
へ
届
け
る
の
に
遅
参
し
て
咎
め

ら
れ
る
男
を
、
巫
女
に
憑
い
た
神
が
助
け
た
。

キ
リ
の
舞
で
は
、
巫
女
自
ら
神
上
げ
の
た
め
に

数
々
の
如
来
や
神
を
言
挙
げ
し
て
ゆ
き
、
最
後

は
本
性
に
戻
る
。

能
…
天
鼓 

弄
鼓
之
舞（
て
ん
こ 

ろ
う
こ
の
ま
い
）

　

冒
頭
、
中
国
後
漢
の
帝
の
臣
下（
ワ
キ
）が
登

場
し
て
、
天
鼓
の
物
語
を
語
る
。
天
の
鼓
が
胎

内
に
宿
る
夢
よ
り
生
ま
れ
た
天
鼓
。
後
に
本
当

の
鼓
が
天
よ
り
降
り
下
り
、
天
鼓
が
こ
れ
を
打

つ
と
聞
く
人
に
感
動
を
与
え
た
。
帝
は
そ
の
鼓

を
召
し
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
天
鼓
が
惜
し
ん

だ
の
で
、
捕
え
て
呂
水
に
沈
め
、
鼓
を
宮
中
に

召
し
上
げ
た
。
し
か
し
こ
の
鼓
、
誰
が
打
っ
て
も

音
が
出
な
い
。主
の
別
れ
を
悲
し
む
の
か
と
思
い
、

天
鼓
の
父
に
打
た
せ
よ
う
と
い
う
勅
定
に
よ
り
、

臣
下
は
父
王
伯（
前
シ
テ
）を
召
し
出
す
。
子
を

失
っ
た
悲
し
み
と
、
詔
勅
の
理
不
尽
さ
に
困
惑
し

つ
つ
も
、
宮
殿
ま
で
来
た
王
伯
だ
っ
た
が
、
壮
麗

さ
に
威
圧
さ
れ
て
足
が
す
く
む
。
も
し
鳴
れ
ば
、

そ
れ
こ
そ
が
親
子
の
し
る
し
と
、
臣
下
に
励
ま

さ
れ
て
鼓
に
向
か
う
が
、
石せ

き
れ
き礫（
い
し
こ
ろ
）の
如

き
身
は
、
龍
な
る
帝
の
前
に
卑
小
さ
が
際
立
つ
ば

か
り
。
親
子
の
縁
は一世
限
り
だ
か
ら
こ
そ
、
絆

と
な
る
思
い
は
強
く
、
苦
し
み
も
深
い
。
そ
の

執
着
ゆ
え
成
仏
出
来
な
い
身
に
は
、
恨
み
が
募

る
ば
か
り
だ
。
ま
た
早
く
打
て
と
催
促
さ
れ
て
、

王
伯
は
つ
い
に一打
を
打
つ
。
妙
音
が
響
き
渡
り
、

老
父
は
泣
き
伏
し
、
帝
も
涙
を
浮
か
め
る
。

　

臣
下
は
従
者（
間
狂
言
）に
命
じ
て
、
老
父
を

送
り
届
け
、
管
弦
講
の
支
度
を
整
え
る
。

　

天
鼓
を
沈
め
た
呂
水
の
堤
で
管
弦
講
を
な
し

て
い
る
と
、
夜
に
な
っ
て
天
鼓
の
幽
霊（
後
シ
テ
）

が
現
れ
る
。
手
向
け
の
舞
楽
を
喜
ん
で
舞
い
戯

れ
る
天
鼓
の
舞
は
、
小
書「
弄
鼓
之
舞
」に
よ
り
、

よ
り
軽
快
に
興
趣
に
富
ん
だ
演
出
と
な
る
。
盛

ん
に
太
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
夜
明
け
と
と
も
に
一夜

の
夢
は
消
え
失
せ
る
。


